
令和２年度 第１回鹿島市子ども・子育て会議（議事録） 
 

開催日：令和３年２月２６日（金）14:00～15:15 

場 所：保健センター いきいきルーム 

 

 

 

１．開会 

 寺岡福祉課長補佐 司会進行 

 

２．あいさつ 

 中村福祉課長 

「子ども・子育て支援新制度が平成２７年度４月から施行されたことに伴い、

本計画が策定された。この会議では利用定員の設定や計画値の見直しを行うも

の。今回は第２期計画となって初年度の会議であり、令和２年度の進捗状況を

お知らせし、委員の皆様から事業の点検・評価に係る積極的な意見を頂戴した

い。また、また今般のコロナ禍の状況にも関わらず、感染予防をしながら、ご

苦労を賜った方々に改めて感謝申し上げる。本事業計画の基本理念である「～

うるおいのあるまち鹿島」の実現を目指し頑張りましょう。」 

 



３．委員紹介 

 ※年度途中で変更になった委員は委嘱状を改めて配布。 

 

４．協議 

※会議進行は吉牟田委員が会長（議長）、西河紀子委員代理が副会長 

 

（1）第二期 鹿島市子ども子育て支援事業計画について【資料１】 

 

事務局 片渕より説明 

 

== 質疑無し == 

 

（２）鹿島市子ども・子育て支援事業計画の進捗状況（令和２年度分）に係る点検・ 

評価について【資料２】 

 

（３）教育・保育施設および放課後児童健全育成事業（放課後児童クラブ）の利用 

状況について【資料３】 

   

事務局 片渕より説明 

 

Q  認定こども園の実際の現場の動きはどうか？（吉牟田会長） 

  

A  幼稚園から幼保連携型認定こども園に移行して数年は経過するが、実際、

０～２歳児の保育希望の保護者が増えているのが現実。これは１歳を過ぎ

た子どもの育休が終わり、仕事復帰している動きと捉えている。また２号認

定も増えている。移行前と比べたら保育利用が増えており、逆転の減少が起

きている。就労する保護者増えている要因だと感じている。（西河委員代理） 

※西河委員代理から１号・２号・３号認定区分の詳細な説明 

 

Q コロナ禍でもあり地域子育て支援拠点事業の受入が減少していると伺った

が、オンラインなどで対応はどうか？また、定員超過のある保育施設等もあり、

弾力的な運用をしているようだが、それに伴い保育士の確保も必要だと感じ

ている。何か打開策はあるのか？（武富委員） 

 

A 子育て支援センターには様々な遊具があり、実際楽しんでいただく場所とし

て捉えており、またスタッフとの顔合わせをすることでメリットもある。現段

階ではそのような対応策は考えていないが、利用者からの声があれば汲取っ



ていきたい。また、保育士の確保対策について鹿島市としては、現在「保育補

助者雇上げ強化事業」を行っている。無資格の人材を雇い入れて、実際現場に

入ってもらい、保育士を目指す後押しとなるものを各施設へ促している。さら

に「保育体制強化事業」というものも実施している。主に保育での雑務的な仕

事を担っていただき、業務負担の軽減を図るための人材確保の事業として各

施設に促している。 

 

Q 子育て支援センターのコロナ禍に係る受入対応策、また現場の声について 

改めて伺いたい。（吉牟田会長） 

 

A 一度に１０組まで受入を行い、１家庭２時間までの上限で利用して頂くよう

要請している。利用者はコロナ禍でもあり去年の半分にまで落ち込んでいる。

市外からの利用もあるので制限を掛けて運営していることにご理解して頂き

たい。 

 

● 明倫小学校では全校生徒の約３割が放課後児童クラブを利用している。 

来年度新しく敷地内に専用施設を整備して頂くのは本当にありがたい。コロ 

ナ禍でも支援員がよく対応して頂いたことに感謝する。（大川内委員） 

 

 

（４）子ども子育て支援法に基づく利用定員の設定変更について【資料 4-1,4-2】 

 

事務局 片渕より説明 

 

 

Q  施設の認定区分が変更（保育所⇒保育所型認定こども園）されることで幼

稚園教諭の配置が必須となったりするのか？（野﨑委員） 

 

A 教育区分「１号」が新たに設定されるが、今在籍している保育士の配置で特 

に問題はない。 

 

● 現場の保育士不足が常態化している。潜在保育士の洗い出し、人材バンク等

はあったら良いと考える。（吉牟田会長） 

 

Q 仕事のマッチングを県やハローワークが実施しているが、各施設がブースを

設け合同説明会等に参加したことがあるか？（事務局） 



 

A イベントの存在は知っているが、参加実績は無い。（森田委員） 

 

（５） その他 

 

● 委員の任期が今年度までとなっている（２年任期最後の年度）。新年度にな

ったら関係機関より新たに選出をお願いしたい。（事務局より） 

 

●子育て支援センターの運営の紹介（山口委員代理より） 

 

Q 保育士間同士で圧力があると聞いたことがある。特に新人の保育士が来た場

合、そういう行動があっていると聞いたことがあるが、何か把握しているか。

（藤家委員） 

 

A 市としては特に把握はしていないが、何か情報があれば提供をお願いしたい。 

 

   

～ 吉牟田会長、西河副会長は降壇 ～ 

 

５．閉会 

  

 


